
●男  58,427人（-10人）
●女  65,723人（-11人）
●世帯数  50,437世帯（+41世帯）

人口 （７月１日現在）

124,150人 （前月比－21人）
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　７月22日から唐津城はリニューアルオープンし
ています。展示内容も一新していますので、ぜひ遊
びにきてください！

目次	 2　特集　６月議会　補正予算
  6　まちかどのSCENE　　15　イベント案内　　16　救急
17　子育てひろば　　18　相談　　23　チャンネルからつ番組表
24　こんにちは唐津っこ／がんばっています
中綴じ　「市報からつ」についてのアンケート調査

リニューアルオープン

●唐津市ホームページ  http://www.city.karatsu.lg.jp



平成29年度  一般会計６月補正予算額
肉付け補正予算　２４億９，５１７万円

補正概要
　平成29年度は、１月下旬に市長・市議会議員選挙が実施され、当初予算を「骨格予算」として編成した
ため、今回の補正予算において「肉付け」を行いました。
　補正予算の編成にあたっては、第２次唐津市総合計画に基づき継続的に行ってきた施策事業を基本とし、
生産、観光、教育、安心、発信の５つの総合力である『からつ力』発揮への契機とすべく、国、県の事業
採択に伴う事業、合併支援措置の終期を見据えた市民センター、消防分署、体育施設などのインフラ整備
に優先配分を行いました。
　このほか、若手職員の政策立案能力を高めるとともに、横断的連携が可能な組織を目指すために設置し
た「唐津市未来づくり研究会」の活動経費などを計上しました。� 問 財政課（☎７２－９１６０）

当初予算額（骨格予算） 635億2,810万円
６月補正予算額（肉付け予算） 24億9,517万円
６月補正後予算額（骨格＋肉付け予算） 660億2,327万円

（単位　千円）

会　　計　　名 当初予算額 ６月補正予算額
（５月専決分を含む）

６月補正後
予算額

一　般　会　計 63,528,100 2,495,170 66,023,270

特
別
会
計

国民健康保険 18,873,335 131,412 19,004,747
後期高齢者医療 1,503,563 1,503,563
介護保険 12,822,705 76,208 12,898,913
養護老人ホーム 296,611 296,611
介護サービス事業 33,347 33,347
下水道 6,249,671 6,249,671
集落排水 1,316,260 1,316,260
浄化槽整備 426,887 426,887
観光施設 86,330 86,330
有線テレビ事業 545,677 545,677
北波多中央部開発事業 24,002 24,002

企
業
会
計

水道事業
収入 4,048,287 10,818 4,059,105
支出 5,171,291 31,239 5,202,530

工業用水道事業
収入 118,620 118,620
支出 162,532 162,532

市民病院
きたはた事業

収入 642,664 642,664
支出 675,835 675,835

モーターボート
競走事業

収入 39,782,515 39,782,515
支出 39,209,790 60,998 39,270,788
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１. 生産力！
１７事業　４億４，８２０万円

２. 観光力！
８事業　２億１，３３９万９千円

タマネギ乗用管理機
整備事業補助金

1,169万5千円
　タマネギの「べと病」対策
の徹底のため、薬剤散布用
機械の導入に対し補助を行
います。

地域エネルギー創出事業費
3,216万円

　唐津市再生可能エネル
ギー総合計画に基づき、市
内における電力需要量調査
などを実施し、地域エネル
ギー会社創設の可能性を探
ります。

景観まちづくり推進費
2,584万2千円

　景観計画重点区域に指定し
た城内地区、曳山通りにおい
て､助成支援制度や景観まち
づくり推進体制の構築を目指
します。
　また、城内地区、曳山通り、
相知宿通りで無電柱化の検討
を行います。

唐津市野球場整備費
9,396万7千円

　平成35年の佐賀県国民
体育大会で軟式野球のメ
イン会場となる唐津市野
球場の改築に向けた設計
を行います。

アスパラガス集出荷施設
整備事業補助金

3,171万8千円
　アスパラガスの出荷の労
力の軽減や共選化による安
定販売のため、アスパラガ
ス集出荷施設の整備に対し
補助を行います。

浜崎漁港海岸侵食対策事業費
593万円

　高潮などによる海岸侵食か
らの海岸線の回復を目的に、浜
崎海岸に突堤を築造します。

など

など

アニメーション活用推進費
1,101万3千円

　世界から日本へ来訪する目
的のひとつとして注目されて
いるアニメーションを活用
し、唐津の認知度をアップさ
せるとともに、国内外からの
集客促進につなげます。

左）唐津市野球場
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など

左）相知市民センター庁舎
など

3. 教育力！
７事業　９億３，０８５万３千円

4. 安心力！
３３事業　８億５，４６５万円

など

小中学校大規模改造・改築事業費� 9億200万1千円　　　　　
　老朽化が著しい校舎、屋内運動場の大規模改造工事、改築工事を行います。
事業内容
　浜崎小学校校舎大規模改造事業費（継続費初年度分）� 1億8,095万1千円
　鏡山小学校改築事業費� 3,445万2千円
　久里小学校屋内運動場大規模改造等事業費� 935万4千円
　厳木中学校校舎大規模改造事業費（継続費初年度分）� 6億7,724万4千円

こどもを守る通学路づくり
事業費� 570万円
　通学路点検の結果を踏
まえ、要対策箇所につい
て、カラー舗装や外側線・
防護柵設置などを行い、
児童の安全性を向上させ
ます。

健康マイレージ事業費
1,844万7千円

　国の地方創生推進交付金を
活用し、健康に関するイベン
トへの参加や特定健診などの
受診に対して、マイル制度を
導入し、市民の皆さんに活用
してもらうことにより、健康
寿命の延伸を目指します。

消防分署建設費� 2,157万9千円
　市民の安全なくらしを守るた
め、老朽化している消防分署の移
転新築のための整備を行います。
事業内容
　東部分署建設費� 670万7千円
　西部分署建設費� 854万3千円
　北部分署建設費� 632万9千円

5. 発信力！
３事業　４，６８０万５千円 市民センター改修整備費� 4,135万2千円

　市民センター庁舎の建設に向けた基本設計、敷
地測量などを行います。
事業内容
　浜玉市民センター　基本設計ほか
� 3,303万6千円
　相知市民センター　敷地測量� 831万6千円

上）浜崎小学校

左）成和小学校への狭い通学路
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佐賀県は肝がん死亡率ワースト１
～受けましょう！肝炎ウイルス検査～

※粗死亡率とは、10万人のうち何人死亡したかを表す数字です。

佐
賀
県
は
、肝
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

が
17
年
連
続
全
国
１
位

　

佐
賀
県
に
お
け
る
肝
が
ん
の
原
因

の
90
％
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も

の
と
言
わ
れ
て
い
て
、特
に
Ｂ
型
、Ｃ

型
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肝
が
ん
な
ど

の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
検
査
を
！

　

自
分
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
無
料
で
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。唐
津
市
民
で
40
歳
以
上
の
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
区
公
民
館
で
実

施
し
て
い
る
「
健
康
診
査
」
や
「
が
ん

検
診
」
の
と
き
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、20
歳
以
上
の
佐
賀
県
民
は
、

県
内
の
指
定
医
療
機
関
や
各
保
健
福

祉
事
務
所
、職
場
な
ど
で
無
料
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
結
果
が

「
陽
性
」だ
と
言
わ
れ
た
ら
…

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て
結

果
が
陽
性
の
場
合
、も
し
く
は
、こ
れ

ま
で
の
検
査
で
陽
性
だ
っ
た
が
、詳

し
い
検
査
や
治
療
を
し
て
い
な
い

人
は
、早
め
に
精
密
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
、適
切
な
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

近
年
の
ウ
イ
ル
ス
治
療
薬
は
、副
作

用
が
少
な
い
も
の
や
、高
い
確
率
で

ウ
イ
ル
ス
量
を
抑
え
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、薬
で

ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
を
除
去
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

「
肝
疾
患
公
的
助
成
制
度
」
を
利
用
し

ま
し
ょ
う

　

佐
賀
県
で
は
、精
密
検
査
費
や
、ウ

イ
ル
ス
の
治
療
費
を
助
成
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス

陽
性
の
場
合
、治
療
の
有
無
に
限
ら

ず
、肝
障
害
の
程
度
な
ど
に
応
じ
て
、

定
期
的
に
血
液
検
査
や
腹
部
Ｃ
Ｔ
、

エ
コ
ー
な
ど
の
画
像
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。県
で
は
、そ
の
定

期
検
査
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。肝

炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
で
も
、適
切
な
対

処
で
重
症
化
を
防
げ
ま
す
。

　

佐
賀
県
の
肝
が
ん
死
亡
率
は
、全

国
と
比
べ
る
と
高
い
水
準
で
す
が
、

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。適
切
に
検

査
や
治
療
を
受
け
、が
ん
な
ど
の
重

症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

問
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

　

 

唐
津
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
７
３
︱
４
１
８
５
）

　

 

佐
賀
県
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
０
７
４
）

Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルスの感染経路

Ｂ型
・感染者の血液や体液
・性交渉
・母子感染

Ｃ型 ・感染者の血液
※性交渉、母子感染はまれ

肝疾患における公的助成制度の種類

①精密検査費助成
　�初めての肝炎ウイルス精密検査を受ける20歳以上の佐賀県

民は医療保険の自己負担割合に応じた助成が受けられます
②肝炎治療費助成
　ひと月１万円または２万円で治療を受けられます
③定期検査費助成
　定期検査費用のうち一部金額が戻ってきます
　（上限5,000円、年２回まで）

市報からつ　平成29年８月号5

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



鎮西
第８回ゆうすげ祭り　にぎわう

呼子
豊かな海を願い ～カサゴの放流～

厳木
第16回厳木町教育フェスティバル開催

　鎮西町串崎にあるゆうすげの里で第８回ゆう
すげ祭りが開催されました。
　このゆうすげの里は、約10年前に荒れ地だっ
た土地を地域の人たちが協力してゆうすげを植
えたのが始まりです。一昨年１月には、美しい花
風景に送られる「池

いけ

坊
のぼう

花
はな

逍
しょう

遙
よう

100選」に選ばれ
ました。
　当日は市内外から100人を越える人たちが来
場し、色鮮やかな25万株のゆうすげが、訪れた人
を魅了していました。
　ステージでは、地元の子どもたちによるイベント
などが行われ、大いににぎわいました。�（６月24日）

　呼子小学校５年生と小川小学校の３・４年生
の46人が参加し、呼子町多目的研修施設で佐賀
県玄海水産振興センターの職員から漁場の状況
や魚の生態などの講義を受けました。
　その後、子どもたちは、海中展望遊覧船ジーラ
に乗船。呼子町鷹

たか

島
しま

沖で船の海中窓からいろい
ろな魚が泳いでいる様子や海藻などを見て、海
中の豊かな自然に驚いていました。
　船上から児童全員が大きく育てと願いを込め
カサゴの稚魚1,000尾を放流しました。児童の１
人は、「この豊かな海を守るためにゴミを捨て
ないようにしたい」と感想を話していました。
� （６月27日）

　厳木町教育フェスティバルが開催され、町内の幼稚園と
小中学校を開放して行われた授業参観や公開授業に多くの
人が参加しました。
　この取り組みは、子どもたちの健やかな成長を願い、学
校・家庭・地域が一体となって交流を深めることを目的とし
ています。
　各小学校の教室では、親子で料理やおやつ作りをしたり、
絵うちわや竹細工、陶芸などの作品づくりが行われました。
保護者と子どもたちが真剣で楽しそうに作業をする様子を
にこやかに見守る地域の人たちの姿が見られました。
　午後からは、心と身体が作られる成長期の食生活の大切
さや食育についての講演会も行われ、参加者たちが熱心に
聞き入っていました。� （６月11日）
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６
月
11
日
（
日
）、松
浦
党
が
愛
し
た
仏
巡

り
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス（
※
）の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鵜う

殿ど
の

石
仏
か
ら
始
ま
り
、相
知
の
街
な
か

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な
場
所
を
小こ

径み
ち

を
通
っ
て
巡
り
ま
す
。相
知
宿
通
り
を
通

り
、旧
佐
賀
街
道
を
通
り
出で

逢あ
い

橋
へ
出
ま
す
。

　

途
中
の
煎せ

ん

餅べ
い

屋
さ
ん
で
は
、割
れ
煎
餅
の

お
接
待
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
い
し

い
!!
」懐
か
し
い
煎
餅
で
す
。皆
さ
ん
買
っ
て

い
か
れ
ま
し
た
。

　
立た

つ

石い
し

観か
ん

音の
ん

、弘こ
う

法ぼ
う

寺じ

、ふ
だ
ん
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
仏
さ
ま
を
見
て
、や
っ
と
お
弁
当
の
時
間
で
す
。雨
の
事
も
考
え
て
、

相
知
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
お
弁
当
タ
イ
ム
！
と
な
り
ま
し
た
。

　
竹
の
皮
で
で
き
た
お
弁
当
箱
に
、お
に
ぎ
り
と
ヘ
ル
シ
ー
お
か
ず
が
入
っ
た

お
弁
当
で
す
。何
種
類
も
お
か
ず
が
入
っ
て
い
て
「
お
い
し
い
!!
」
歩
き
疲
れ
た

体
に
お
弁
当
が
染
み
ま
す
。

　
さ
ー
も
う
少
し
!!
妙み

ょ
う

音お
ん

寺じ

か
ら
熊く

ま

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

へ
。熊
野
神
社
で
は
、ふ
だ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
古
い
狛こ

ま

犬い
ぬ

な
ど
を
神
主
さ
ん

が
出
し
て
く
だ
さ
り
、説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。珍
し
い
物
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。そ
し
て
ゴ
ー
ル
へ
。

　
皆
さ
ん
汗
び
っ
し
ょ
り
で
し
た
の
で
、そ

の
ま
ま
天
徳
の
湯
で
汗
を
流
さ
れ
る
人
が

多
か
っ
た
で
す
。（
取
材
地
：
相
知
町
）

※�

平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け
て
、市

の「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
交
付

金
」を
活
用
し
整
備

浜玉　
熱戦！第56回町内バレーボール大会

肥前　
笑顔がいっぱい！高齢者レクリエーション交流会

　毎年恒例の浜玉町内バレーボール大会が開催
されました。
　この日は、各地区から男女各20チームが参加
し、大きな声援を背に、白熱した試合が繰り広げ
られました。
　決勝戦は、男女ともに横田下地区と横田上地区
の対決となり、結果はいずれも横田下が２―０で
勝利し、見事男女アベック優勝を果たしました。
� （６月18日）

　唐津市肥前体育館で第15回高齢者レクリエー
ション交流会が開催され、町内の高齢者405人が
参加しました。
　定番の玉入れのほか、麦わら帽子と割

かっ

烹
ぽう

着
ぎ

を
バトンに、割り箸を苗に見立てた田植えリレー
や、引いたカードに書いてある地区の異性と二人
三脚でゴールするプロポーズ大作戦といったユ
ニークな競技など、６つの競技が各地区対抗で行
われ、競技者も応援する人も大いに盛り上がって
いました。
　皆さん、勝敗にこだわることなく、たくさんの
笑顔が溢

あふ

れる、楽しい交流会となりました。
(６月23日)

“
松
浦
党
が
愛
し
た
仏
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ま
っ
ぷ
”

フ
ッ
ト
パ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト�

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
　
田
代
惠
美
子
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― 

志
望
の
き
っ
か
け

　

生
ま
れ
育
っ
た
唐
津
で
、人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
部
署
で

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
、た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

― 

仕
事
内
容

　
納
め
す
ぎ
と
な
っ
た
税
の
還
付
や
充
当
処
理
な
ど
の

事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。入
庁
し
た
ば
か
り
の
４
～

５
月
は
一
番
忙
し
い
時
期
で
し
た
が
、先
輩
職
員
の
手

助
け
が
あ
り
、乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

― 

仕
事
の
や
り
が
い
は
？

　

窓
口
で
市
民
の
方
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、自
分
の

説
明
に
市
民
の
方
が
納
得
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
や

「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
き
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。

― 

志
望
の
き
っ
か
け

　

以
前
か
ら
土
木
の
仕
事
に
興
味
が
あ
り
、計
画
か
ら

竣
工
ま
で
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、市
の
職
員
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

― 

市
役
所
生
活
は
？

　
毎
日
新
し
い
こ
と
の
発
見
の
連
続
で
め
ま
ぐ
る
し
く

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。本
当
は
迷
惑
を
か
け
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、そ
れ
を
感
じ
な
い
く
ら
い

に
優
し
い
先
輩
た
ち
に
囲
ま
れ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

― 

市
職
員
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

　
自
分
が
設
計
し
た
道
路
や
公
園
が
完
成
す
る
の
が
待

ち
遠
し
い
と
い
う
思
い
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。夢
を

持
っ
て
一
緒
に
す
ば
ら
し
い
唐
津
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

平成29年度  唐津市職員募集 問 職員課（☎７２－９１８５）

「イキ」のいい人材探しています!!

１
年
目
職
員
の
声

税務課
清
し

水
みず

武
たけ

留
る

事務職

まちづくり課
古
ふる

川
かわ

明
あか

里
り

土木職

8市報からつ　平成29年８月号



試験区分・受験資格など
試験区分 採用

予定人数 職務内容 受験資格

一般事務Ａ 14人程度 一般行政事務（大卒程度） 昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、大学卒業
または平成30年３月31日までに大学卒業見込みの人

一般事務Ｂ ６人程度 一般行政事務(高卒程度) 平成４年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人で、「一般事
務Ａ」の学歴以外の人

一般事務Ｃ
（文化財調査員） 1人程度 一般行政事務及び文化

財発掘調査の業務など
昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、大学など
において考古学を専攻し卒業または平成30年３月31日までに卒業見込
みの人

一般事務Ｄ
（学芸員） 1人程度 学芸員の業務 昭和63年４月２日以降に生まれた人で、学芸員の資格を持っている人か平

成30年３月31日までに取得見込みの人で美術に対する関心がある人

一般事務
（身体障害者枠） １人程度 一般行政事務

昭和58年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人で次の条件を
満たす人
①身体障害者手帳の交付を受け、その障がいの程度が１級から４級までの人
②介護者なしに職務遂行が可能な人
③活字印刷文による出題に対応できる人

一般事務
（スポーツ枠） １人程度 一般行政事務 昭和58年４月２日以降に生まれた人で、高等学校在学時以降において、全

国大会以上のレベルの大会で優秀な実績がある人

一般事務
（ＵＪＩターン枠） 若干名 一般行政事務

昭和48年４月２日以降に生まれた人で、次の条件を満たす人
①唐津市外に本社・本庁の所在地を置く民間企業や公的機関等における
　職務経験が5年以上ある人
②大学を卒業した人
③唐津市外に居住している人

土木Ⅰ ５人程度 土木工事の設計、積算、
施工管理など(大卒程度) 昭和58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、大学卒業

または平成30年３月31日までに大学卒業見込みの人
建築Ⅰ １人程度 建築工事の設計、積算、施

工管理など(大卒程度)

土木Ⅱ ２人程度 土木工事の設計、積算、施
工管理など（高卒程度） 平成４年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人で、「土木Ⅰ」

または「建築Ⅰ」の学歴以外の人
建築Ⅱ １人程度 建築工事の設計、積算、施

工管理など(高卒程度)

建築Ⅲ １人程度
建築工事の設計、積算、
施工管理など（民間企業
等職務経験者）

昭和48年４月２日以降に生まれた人で、民間企業や公的機関等における
職務経験が５年以上ある人で一級建築士の免許または１級建築施工管理
技士の資格を取得している人

保育士 ２人程度 市立保育園の保育業務など
昭和58年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格を持ち、保育士登録手
続済で保育士証の交付を受けている人か平成30年３月31日までに交付
見込みの人

保健師 ２人程度 病気の予防、健康指導など 昭和58年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を持っている人か平
成30年３月31日までに取得見込みの人

看護師Ⅰ ３人程度 市民病院きたはたにお
ける看護師の業務

昭和58年４月２日以降に生まれた人で、看護師（正看護師）免許取得者ま
たは平成30年３月31日までに取得見込みの人

看護師Ⅱ １人程度 離島診療所（馬渡島）に
おける看護師の業務

昭和53年４月２日以降に生まれた人で、看護師または准看護師免許を
持っている人か平成30年３月31日までに取得見込みの人（離島診療所に
勤務できる人に限る）

育 児 休 業 代 替
任期付職員 一般事務 若干名 一般行政事務 高校卒業程度の学力があり、パソコンの基本操作（文書作成や表計算処理な

ど）ができる人

採用試験申込書の配付
職員課(本庁2階)、各市民センター総務教育課で配付。市
ホームページからダウンロードもできます。
※�郵便で請求される場合など詳しくは市ホームページ

をご覧ください。
受付期間　　8月1日(火)～8月21日(月)
　　　　　　8：30～17：15（土・日曜日・祝日を除く）
　　　　　　郵送の場合は、8月21日(月)消印有効

第1次試験
と　き　　9月17日(日)
ところ　　唐津市立第一中学校(町田1丁目)

その他
応募資格や申し込みに必要な書類など詳しくは市ホー
ムページをご覧になるか、お問い合わせください。
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お
盆
の
し
尿
収
集
日
程

　

お
盆
期
間
中
の
し
尿
収
集
の

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
４
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。手
続
き

が
遅
れ
た
場
合
は
、助
成
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

状
況
に
よ
り
追
加
の
書
類
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
１
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課

不
妊
治
療
費
の
一
部
助
成

　

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

　

婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る
夫

婦
で
、夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
唐
津

市
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て

い
る
人

助
成
対
象

　

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
登
録

ま
す
。

助
成
対
象
者

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
（
父
）
と

児
童
、父
母
の
い
な
い
児
童
、ひ

と
り
暮
ら
し
の
寡
婦
。

※�

本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
の

所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

必
要
書
類

　
印
鑑
、助
成
対
象
者
全
員
の
健

康
保
険
証
、年
金
証
書
（
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
の
み
）

※�

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
人
は
戸
籍
全
部
事
項

証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）
が
必
要

で
す
。

届
出
期
間（
①
②
共
通
）

　
８
月
１
日(

火)

か
ら

　
８
月
31
日(

木)

ま
で

※�

８
月
27
日(

日)

の
午
前
９
時
か

ら
正
午
は
本
庁
の
み
開
庁
し

ま
す
。

※�

現
在
受
給
中
の
人
に
は
お
知

ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

　

届
出
期
間
中
に
必
ず
更
新
手

①
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

　
離
婚
な
ど
で
、18
歳
に
達
す
る

（
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
か
母

※�

父
や
母
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
家
庭
や
、父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

も
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※�

本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
の

所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

※�

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、支
給
制
限
が
あ
り
ま

す
。

必
要
書
類

　
印
鑑
、児
童
扶
養
手
当
証
書
な

ど②�

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
（
父
）
や

児
童
が
病
院
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
と
き
、自
己
負
担
額
（
保
険

適
用
分
）か
ら
１
か
月
あ
た
り
500

円
を
差
し
引
い
た
額
を
助
成
し

医
療
機
関
で
行
わ
れ
た
次
の
不

妊
治
療

◆
体
外
受
精・胚
移
植

◆
顕
微
授
精・胚
移
植

◆
配
偶
子
卵
管
内
移
植

◆
接
合
子
卵
管
内
移
植

◆
凍
結
胚
の
移
植

助
成
金
額

　

治
療
費
か
ら
佐
賀
県
な
ど
の

助
成
額
を
控
除
し
た
金
額
で
、１

年
度
10
万
円
ま
で

助
成
期
間

　

治
療
期
間
の
通
算
５
年
度
ま

で※�

申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
の
更
新
手
続
き

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
８
月
31
日(

木)

ま
で

地区 担当業者 電話番号
8月

11日
（金・祝）

12日
（土）

13日
（日）

14日
（月）

15日
（火）

16日
（水）

唐津
㈲環境技研 73-2036

休

休 休

○ ○
○

㈲清掃衛生社 72-2817 休
㈲唐津環境整備センター 78-1175

○

浜玉 ㈲虹南環境サービス 56-7955
休 休厳木･相知･

北波多 ㈱松浦環境センター 62-2754 ○
肥前 ㈲肥前新生社 52-2808
鎮西 ㈲鎮西開発 82-1638

休
○ ○

呼子 ㈲呼子カンキョウ 82-5847 休 休七山 ㈱七山環境整備 58-2553 ○

10市報からつ　平成29年８月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



公
述
の
申
出

　

公
述
を
希
望
す
る
人
は
、住

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、意
見
の

要
旨
と
そ
の
理
由（
８
０
０
字
以

内
）
を
記
入
し
、８
月
４
日
（
金
）

か
ら
18
日（
金
）ま
で（
郵
送
は
必

着
）に
ま
ち
づ
く
り
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、ど
な
た
か
ら
も
公
述
の

申
出
が
な
い
と
き
は
、公
聴
会
を

中
止
し
ま
す
。中
止
の
と
き
は
８

月
21
日
（
月
）
に
ま
ち
づ
く
り
課

に
掲
示
し
、行
政
放
送
と
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
５
）

平
成
30
年

唐
津
市
成
人
式
の
ご
案
内

対
象
者

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
お
知
ら
せ
を
郵
送

　

現
在
服
用
し
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）
に
切
り
替
え
た
場
合
の
、

薬
代
の
自
己
負
担
額
を
試
算
し

た
通
知
は
が
き
を
７
月
末
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
年
に
２

回
通
知
す
る
も
の
で
、次
回
の
郵

送
は
来
年
１
月
末
の
予
定
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
先
発
医

薬
品
）の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
薬
で
す
。

送
付
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
に
自
己
負
担
額
が

一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
人

※�

必
ず
全
員
に
届
く
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

問
保
険
年
金
課

(

☎
７
２
︱
９
１
２
３)

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
は

問
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
５
２
︱
６
４
︱
８
４
７
６
）

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
を
、８
月
に
更
新
し
ま
す
。

更
新
対
象
者

　
70
歳
未
満
の
人
で
、特
定
疾
病

療
養
受
療
証
を
持
っ
て
い
る
人

　

現
在
お
持
ち
の
受
療
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日（
月
）で
す
。

更
新
対
象
者
に
は
７
月
下
旬
に
、

８
月
か
ら
利
用
で
き
る
新
し
い

受
療
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◆�

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
は
、有

効
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。お
持

ち
の
受
療
証
を
８
月
か
ら
も

利
用
で
き
ま
す
。

◆�

社
会
保
険
な
ど
、国
民
健
康
保

険
以
外
の
特
定
疾
病
療
養
受

療
証
に
つ
い
て
は
、各
健
康
保

険
協
会・
組
合
な
ど
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
３
）

※�

市
内
在
住
の
人
に
は
12
月
上

旬
ま
で
に
案
内
状
を
郵
送
し

ま
す
。市
外
に
住
民
票
を
移
し

て
い
る
人
や
、現
住
所
で
の
対

象
会
場
と
は
異
な
る
会
場
に
出

席
を
希
望
す
る
人
は
、11
月
24

日（
金
）ま
で
に
各
会
場
担
当
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

唐
津
都
市
計
画
緑
地
の

変
更
の
原
案
に
つ
い
て

の
公
聴
会
開
催

　

松
浦
河
畔
緑
地
の
区
域
を
変

更
す
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

　
８
月
25
日（
金
）　
午
後
７
時

と
こ
ろ

　
本
庁
３
階
大
会
議
室

追
加
す
る
区
域

　
東
町
、船
宮
町
、栄
町
の
一
部

削
除
す
る
区
域

　
千
代
田
町
の
一
部

※�

原
案
は
、ま
ち
づ
く
り
課
で
８

月
４
日(

金)

か
ら
18
日（
金
）ま

で
、開
庁
時
間
中
に
閲
覧
で
き

ま
す
。

会場 と　き ところ 問い合わせ
（各市民センターは総務教育課）

唐　津 １月７日(日) 15：00～ 唐津市民会館 生涯学習文化財課 ☎72-9159
浜　玉 １月６日(土) 10：00～ ひれふりランド 浜玉市民センター ☎53-7107
厳　木 １月６日(土) 11：00～ 厳木町保健センター 厳木市民センター ☎53-7117
相　知 １月６日(土) 11：00～ 相知交流文化センター 相知市民センター ☎53-7127
北波多 １月６日(土) 10：00～ 北波多公民館 北波多市民センター ☎53-7132
肥　前 １月５日(金) 10：00～ 肥前文化会館 肥前市民センター ☎53-7147
鎮　西 １月４日(木) 10：30～ 鎮西公民館 鎮西市民センター ☎53-7157
呼　子 １月５日(金) 10：30～ 呼子公民館 呼子市民センター ☎53-7167
七　山 １月６日(土) 10：00～ 七山公民館 七山市民センター ☎53-7177
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ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
後

　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
後
は
、回
答

内
容
を
整
理
し
、さ
ま
ざ
ま
な
視

点
や
角
度
か
ら
検
討
し
、よ
り
良

い
市
報
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
期
限・方
法

　

９
月
８
日(

金)

ま
で
に
、ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し
、切
手
を

貼
ら
ず
に
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し

て
く
だ
さ
い
。多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
の
回
答
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

回
答
で
き
ま
す
。

問
市
政
広
報
課

（
☎
７
２
︱
９
１
８
９
）

対
象
者

　
市
内
に
在
住・
勤
務
す
る
女
性

で
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人

◆
審
議
会
委
員
な
ど
の
経
験
者

◆�

各
分
野
の
専
門
的
知
識
や
技

術
を
持
っ
て
い
る
人

◆�

市
民
活
動
な
ど
、各
分
野
で
活

動
実
績
が
あ
る
人

◆�

審
議
会
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
、発
言
が
で
き
る
人

◆�

県
や
市
の
男
女
共
同
参
画
事

業
、研
修
な
ど
に
参
加
し
た
人

登
録
期
間

　

登
録
日
か
ら
３
年
が
経
過
す

る
日
の
属
す
る
年
度
の
９
月
30

日
ま
で

登
録
後
の
流
れ

　

審
議
会
な
ど
の
主
管
課
か
ら

の
閲
覧
申
請
に
応
じ
て
、女
性
人

材
バ
ン
ク
の
登
録
者
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

男
女
共
同
参
画
室
と
各
市
民

セ
ン
タ
ー
総
務
教
育
課
に
置
い

て
い
る
登
録
申
込
書
を
男
女
共

同
参
画
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、対
象
者

に
黄
色
の
封
筒
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、年
金
の
請
求
手
続
き

を
し
て
い
な
い
人
は
、ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
へ
問
い
合
わ
せ
し
、予

約
し
た
う
え
で
、唐
津
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん

　
 

ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
︱
０
５
︱
１
１
６
５
）

唐
津
年
金
事
務
所

(
☎
７
２
︱
５
１
６
１)

保
険
年
金
課

(

☎
７
２
︱
９
１
２
１)

「
唐
津
市
女
性
人
材
バ

ン
ク
」の
登
録
者
募
集

　

市
の
審
議
会
や
委
員
会
へ
女

性
委
員
を
積
極
的
に
登
用
す
る

た
め
、委
員
の
候
補
に
な
る
人
材

情
報
「
女
性
人
材
バ
ン
ク
」
の
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
知
識
、経
験
、や
る

気
を
市
の
施
策
に
い
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

意
欲
あ
る
新
規
就
農
者

を
支
援

　

新
し
く
農
業
を
始
め
た
人
の

う
ち
、地
域
の
担
い
手
と
し
て
意

欲
的
に
農
業
経
営
を
行
う
人
に
、

生
活
費
確
保
の
た
め
の
資
金
を

交
付
し
ま
す
。

資
金
の
内
容

　

45
歳
未
満
の
農
業
経
営
を
始

め
て
間
も
な
い
人
に
、１
人
当
た

り
年
間
最
大
１
５
０
万
円
を
最

長
５
年
間
交
付
し
ま
す
。

※�

交
付
対
象
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
２
８
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
課

年
金
受
給
に
必
要
な
期
間

が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮

　
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
、老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期

間
）が
、「
25
年
」か
ら「
10
年
」に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

※
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
室

（
☎
７
２
︱
９
２
３
９
）

市
報「
か
ら
つ
」に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的

　
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
へ
行

政
情
報
や
地
域
の
話
題
な
ど
を

誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

毎
月
１
日
に
発
行
し
て
い
る
市

報
「
か
ら
つ
」
の
内
容
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
声
」
を

直
接
お
聞
き
し
、今
後
の
市
報
づ

く
り
に
役
立
て
ま
す
。

　
市
報「
か
ら
つ
」は
、平
成
29
年

５
月
号
か
ら
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。感
想
な

ど
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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該当する回答番号を○で囲んでください。　　　　　　※市のホームページからも回答できます。

1　アンケート回答者の性別・年齢をお尋ねします。
　（1）性別 １　男性　　２　女性

　（2）年齢 １　10代以下　　２　20代　　３　30代　　４　40代　　５　50代
 ６　60代　　７　70代以上

２　市報「からつ」についてお尋ねします。
　（1）市報「からつ」をどの程度ご覧になっていますか？
　　　１　毎月じっくり読む　　　　　　　　　　　２　毎月関心がある所だけ読む
　　　３　たまに関心がある所だけ読む　　　　　　４　ほとんど読まない

　（2）（1）で３・４を選んだ方にお尋ねします。市報「からつ」を毎月読まない理由
　　　  は何ですか？

　

　（3）市報「からつ」のどの分野の情報をよくご覧になりますか？（複数選択可）
　　　１　特集　　２　まちかどのSCENE・市民リポーターから　　３　市からのお知らせ
　　　４　イベント　　５　情報ひろば （ 救急 ・ 子育て ・ 相談 ）　　６　ボートレースからつ
　　　７　唐ワンくんの唐津今昔物語　　８　ヘルシーレシピ　　９　チャンネルからつ番組表
　　　10　こんにちは唐津っこ♪　　11　がんばっています

　（4）平成29年５月号からリニューアルした紙面について、どう思われますか？
　　　１　読みやすさ　　（　読みやすい　・　普通　・　読みにくい　）
　　　２　内容への興味・関心　　（　ある　・　普通　・　ない　）
　　　３　デザイン　　（　見やすい　・　普通　・　見づらい　）
　　　４　情報量　　（　ちょうどいい　・　多い　・　少ない　）

　（5）市報「からつ」の配付はどの方法がいいと思われますか？
　　　（　現状通り（世帯配付）　・　回覧方式　・　その他（　　　　　　　　　　））

　（6）市報「からつ」で掲載して欲しい内容や特集してほしいテーマがあれば教えてください。

　（7）市報「からつ」で減らしてよいと思う内容（コーナー）があれば教えてください。

　（8）市報「からつ」に対する、ご意見・ご感想をご自由にお書きください。

３　行政情報を得る方法としてよく利用している媒体はどれですか？（複数回答可）
　　　１　市報からつ　　２　唐津市ホームページ　　３　チャンネルからつ（行政放送）

市報「からつ」についてのアンケート調査

ご協力ありがとうございました。

【のりしろ】三つ折り後、ここに「のり」をつけ、はりつけてください。

【
の
り
し
ろ
】
三
つ
折
り
後
、
こ
こ
に
「
の
り
」
を
つ
け
、
は
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
の
り
し
ろ
】
三
つ
折
り
後
、
こ
こ
に
「
の
り
」
を
つ
け
、
は
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。



市 報 「 か ら つ 」 　 ア ン ケ ー ト 係 　 行

（ 受 取 人 ）

唐 津 市 西 城 内 １ 番 １ 号 　 唐 津 市 役 所

（ 唐 津 市 役 所 　 市 政 広 報 課 　 市 政 広 報 係 ）

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
限
 
 

 
平
成
29
年
9月
 

 
 

30
日
ま
で
　
　
　
  

 

8

64
7

8
4
7

7
9
0

こ こ を 折 っ て く だ さ い ・ や ま お り ②

こ こ を 折 っ て く だ さ い ・ や ま お り ①

※
記
入
上
の
ご
注
意

　
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
参
考
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
性
別
・
年
齢
・
ご
職
業
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

貼 り つ け る

の
り
し
ろ

ア ン ケ ー ト 係 行

ア
ン
ケ
ー
ト
欄

①
②

③

市
報「
か
ら
つ
」ア
ン
ケ
ー
ト

１
　
市
報
「
か
ら
つ
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

　
　
答
え
く
だ
さ
い
。

２
 こ
の
用
紙
を
「
や
ま
お
り
線
」
に
そ
っ
て
三
つ
折
り

　
 に
し
て
、「
の
り
し
ろ
部
分
」
に
の
り
を
つ
け
、

　
 貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年

９
月
８
日
 （
金
） 
ま
で

投
函
期
限

３
 切
手
を
貼
ら
ず
に
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

市
報
「
か
ら
つ
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

■
 は
じ
め
に

  市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
行
政
情
報
や

地
域
の
話
題
な
ど
を
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
｡

■
 問
い
合
わ
せ

唐
津
市
役
所

企
画
部
　
市
政
広
報
課
　
市
政
広
報
係

℡
09
55
-7
2-
91
89
　
FAX0
95
5-
72
-9
27
7

■
 ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
報
「
か

ら
つ
」
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め

に
行
う
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

「
声
」
を
直
接
お
聞
き
し
、
今
後
の
市
報
づ

く
り
に
役
立
て
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
｡ 

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
回
答
で
き
ま
す
。

唐
津
局
承
認

の
り
し
ろ



唐
津
地
区
の
指
定
場
所

湊
岡
区
納
骨
堂
横

湊
浜
漁
協
水
産
倉
庫
北
側
の
空
き
地

唐
房
漁
協
付
近

佐
志
浜
埋
め
立
て
地

佐
志
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
道
路

海
岸
通・伊
藤
造
船
所
裏
海
岸

東
大
島
町・唐
津
海
上
技
術
学
校
先
の

堤
防
付
近

西
の
浜
海
水
浴
場
入
り
口
付
近（
５
か
所
）

熊
原
町
児
童
公
園
南
側
入
り
口

神
田
中
村・耕
地
整
理
記
念
碑
前

西
新
興
町
児
童
公
園
入
り
口

勇
駒
橋
東･

町
田
側
道
路
付
近

千
代
田
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

栄
町
県
営
ア
パ
ー
ト
の
東
側

東
唐
津
１
～
４
丁
目
の
海
岸（
３
か
所
）

和
多
田
先
石・佐
用
姫
岩
付
近

和
多
田
本
村･

Ｊ
Ｒ
唐
津
線
高
架
下

(

焼
き
鳥･

大
潮
付
近)

和
多
田
天
満
町
１
丁
目・Ｊ
Ｒ
唐
津
線

高
架
下(

レ
ス
ト
ラ
ン
お
か
も
と
付
近)

新
双
水
橋
の
松
尾
製
麦
㈱
裏
堤
防
付
近

原･

原
東
バ
ス
停
前
堤
防
付
近

鏡
公
民
館（
古
代
の
森
会
館
駐
車
場
）

生
駒
大
橋
付
近・半
田
川
管
理
道
路

新
川
橋・宇
木
入
口
バ
ス
停
付
近

呼
子
地
区
の
指
定
場
所

呼
子
台
場
み
な
と
プ
ラ
ザ

呼
子
公
民
館(

旧
呼
子
社
会
体
育
館)

前

物
揚
場

小
川
島
定
期
船(

そ
よ
か
ぜ)

呼
子
発
着

所
付
近

旧
Ｊ
Ａ
か
ら
つ
呼
子
支
所
裏
港
湾
物
揚
場

殿
ノ
浦
新
田
港
湾
物
揚
場

殿
ノ
浦
地
区
集
会
所
横
駐
車
場

小
友
漁
港
物
揚
場・斜
路

片
島
バ
ス
停
前
物
揚
場

加
部
島
漁
港
物
揚
場

お
盆
の
お
供
え
物
な
ど

の
ご
み
の
出
し
方

　
お
盆
の
お
供
え
物
は
、で
き
る

だ
け
家
庭
で
の
処
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

燃
え
る
ご
み

　

こ
も
、果
物
や
落
が
ん
、団
子

な
ど

燃
え
な
い
ご
み

　
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

や
精し

ょ
う
ろ
う霊
舟ぶ

ね

な
ど

※�

そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
の
ご
み
袋

に
入
れ
て
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ど
う
し
て
も
家
庭
で
処
理
が

で
き
な
い
と
き
は
、８
月
16
日

（
水
）の
朝
８
時
ま
で
に
、次
の
指

定
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
唐
津
地
区・呼
子
地
区
の
み
）

お
願
い

◆�

指
定
場
所
に
は
立
て
札
が
あ

り
ま
す
。指
定
場
所
以
外
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆�

ご
み
が
河
川
な
ど
に
飛
び
散

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◆�

火
災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
絶
対
に
燃
や
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

問
唐
津
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
４
︱
３
１
０
６
）

呼
子
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課

（
☎
５
３
︱
７
１
６
３
）

危
険
で
す
！
ス
プ
レ
ー
缶
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

　

当
消
防
本
部
管
内
で
ス
プ

レ
ー
缶
の
誤
っ
た
廃
棄
方
法
に

よ
り
、ご
み
収
集
車
か
ら
出
火
す

る
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
に
は
可
燃
性
ガ

ス
が
含
ま
れ
て
い
て
、正
し
い
使

用
と
廃
棄
を
し
な
い
と
大
変
危

険
で
す
。

　
全
国
的
に
は
、実
際
に
誤
っ
た

使
用
方
法
に
よ
る
死
者
も
出
て

い
ま
す
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は

◆�

ス
プ
レ
ー
缶
の
使
用
前
に
製

品
に
記
載
さ
れ
て
い
る
注
意

書
き
を
確
認
す
る
。 

◆�

ス
プ
レ
ー
缶
を
廃
棄
す
る
場

合
は
、中
身
を
使
い
切
り
、缶

に
穴
を
開
け
る
。

◆�

ス
プ
レ
ー
缶
は
高
温
と
な
る

場
所
や
直
射
日
光
と
湿
気
を

避
け
て
保
管
し
、厨
房
器
具
や

暖
房
器
具
な
ど
の
付
近
で
は

使
用
し
な
い
。 

◆�

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
の
燃
料
ボ

ン
ベ
は
、正
し
く
装
着
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら

使
用
す
る
。 

◆�

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
複
数
並

べ
て
鉄
板
を
の
せ
た
り
、燃
料

ボ
ン
ベ
カ
バ
ー
を
覆
う
よ
う

な
大
き
な
鍋
の
使
用
を
避
け

る
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
２
︱
４
１
４
９
）

春
の
教
育
長
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、市
内
の
児

童・
生
徒
を
対
象
に
、文
化・
ス

ポ
ー
ツ
で
優
れ
た
功
績
を
残
し

た
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
今
回
、春
の
教
育
長
表
彰
を
受

賞
し
た
の
は
次
の
人
た
ち
で
す
。

問
教
育
総
務
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
７
）

社 会 教 育 関 係 林
はやし

田
だ

晶
しょう

 、浜玉中学校

文 化 関 係 中
なか

川
がわ

望
のぞ

夢
む

ス ポ ー ツ 関 係

片
かた

峰
みね

憧
とう

子
こ

、朝
とも

長
なが

勘
かん

介
すけ

、大
おお

舘
だて

健
けん

人
と

、大
おお

森
もり

涼
りょう

奨
すけ

、中
なか

森
もり

麟
りん

太
た

朗
ろう

、上
うえ

田
だ

大
たい

我
が

、
山
やま

野
の

邉
べ

洋
ひろ

輝
き

、川
かわ

辺
べ

実
み

久
く

、大
おお

浦
うら

なつき、富
とみ

永
なが

大
とも

貴
き

、村
むら

田
た

紅
くれ

葉
は

、牧
まき

山
やま

亮
りょう

真
ま

、
真
ま

木
き

孝
たか

啓
ひろ

、小
こ

林
ばやし

芽
め

依
い

、髙
たか

島
しま

華
か

純
すみ

、中
なか

森
もり

菖
しょう

子
こ

、山
やま

﨑
さき

優
ゆう

斗
と

、川
かわ

原
はら

美
み

海
み

、庄
しょう

野
の

瑛
えい

大
た

、
辻
つじ

彩
あや

七
な

、鶴
つる

田
だ

慎
しん

太
た

郎
ろう

、山
やま

田
だ

綾
あや

夏
か

、牧
まき

山
やま

涼
りょう

太
た

、橋
はし

本
もと

和
かず

樹
き

、吉
よし

田
だ

ももか、
岩
いわ

本
もと

はぐみ、上
うえ

田
だ

心
ここ

愛
な

、牧
まき

山
やま

羽
かん

成
な

、上
うえ

岩
いわ

結
ゆう

都
と

、牧
まき

山
やま

彩
いろ

羽
は

、唐津ボーイズ
（敬称略・順不同）
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８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
」

　
あ
る
日
の
午
後
、車
で
走
行
中
の
こ
と
で

す
。私
の
前
に
車
が
急
に
割
り
込
ん
で
き
ま

し
た
。

　
「
危
な
い
な
あ
、何
で
急
に
入
っ
て
く
る

ん
だ
よ
。ぶ
つ
か
ら
な
い
で
よ
！
」
と
、時
間

を
気
に
し
つ
つ
、割
り
込
ん
だ
車
に
対
し
て

罵
声
を
吐
き
捨
て
ま
し
た
。そ
の
後
、前
の
車

の
ハ
ザ
ー
ド
ラ
イ
ト
が
点
滅
し
ま
し
た
。私

は
「
ご
め
ん
な
さ
い
、あ
り
が
と
う
」
の
意
思

表
示
だ
と
受
け
取
り
、気
持
ち
も
落
ち
着
い

て
き
ま
し
た
が
、自
分
の
心
に
潜
む
何
か
に

ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
列
車
で
席
に
座
ろ
う
と
し
た
時
に
、他
の

人
と
同
時
に
な
り
、顔
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
は
笑
顔
ま
で
添
え
て

「
ど
う
ぞ
」
と
気
前
よ
く
席
を
譲
る
の
で
す

が
、車
の
中
で
お
互
い
の
声
や
表
情
が
分
か

ら
な
い
と
、つ
い
、私
の
心
の
奥
底
か
ら
の

「
声
」
が
不
本
意
に
も
漏
れ
出
て
く
る
、こ
の

こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
で
の

誹ひ

謗ぼ
う

中
ち
ゅ
う

傷し
ょ
うの
書
き
込
み
も
こ
の
状
況
と
同
じ

で
は
な
い
か
と
思
え
ま
す
。こ
ち
ら
の
顔
や

名
前
な
ど
が
相
手
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
、

相
手
を
傷
付
け
る
意
図
は
な
く
て
も
、そ
の

瞬
間
思
っ
た
こ
と
を
平
気
で
書
き
込
ん
で
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
。車
の
状
況
と
違
う
と
こ

ろ
は
、車
の
場
合
で
あ
れ
ば
、当
事
者
間
の
意

思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
で
問
題
は
解
決
に
向

か
い
ま
す
が
、ネ
ッ
ト
上
の
「
書
き
込
み
」
は

違
い
ま
す
。「
書
き
込
み
」
と
い
う
行
為
が
、

た
と
え
ハ
ザ
ー
ド
ラ
イ
ト
の
つ
も
り
で
も
、

見
知
ら
ぬ
多
く
の
人
を
も
巻
き
込
み
、書
か

れ
る
内
容
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、謂い

わ

れ
も
な

い
こ
と
で
個
人
が
攻
撃
さ
れ
、深
く
傷
付
い

て
し
ま
う
の
で
す
。

　
誰
か
と
つ
な
が
る
た
め
に
購
入
し
た
携
帯

電
話
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、銀
行
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、今
や
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
道
具
の
一
部
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、利
用
者
が
急
増
す
る
に
し
た
が

い
、ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
や
犯
罪

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、孤
立
し
た
り
、離
れ

た
り
す
る
よ
う
な
予
期
し
な
い
事
態
を
生
む

道
具
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
先
に
は
、必
ず
情
報

を
受
け
取
る「
感
情
を
も
っ
た
人
間
」が
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
顔
が
見
え
な
い
か
ら
、名
前
が
出
な
い
か

ら
」こ
そ
、自
分
の
行
動
に
思
い
や
り
の
心
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会・同
和
教
育
指
導
員　
一
條　
和
己

　えせ同和行為とは、何らかの利権を得るため
に、同和問題を口実に個人や企業、行政機関な
どに「ゆすり」「たかり」などをする行為です。
　えせ同和行為は、同和問題に対する間違った
認識を与え、差別や偏見を進める要因で、同和
問題解決の大きな妨げとなっています。
　えせ同和行為を排除するためには、同和問題
に対する正しい理解と認識を深め、不当な要求
を断固として断る勇気と態度が必要です。不当
な要求を受けた場合は、相手の名称に関係な
く、必要性を自主的に判断し、不要と判断した
場合ははっきりと断ってください。断る理由を
言う必要はありません。
　「いいです」「けっこうです」など、あいまい
な返事や態度をとることは禁物です。
問 佐賀地方法務局人権擁護課

(☎０９５２- ２６- ２１９５)
人権・同和対策課
(☎７２- ９１２５)

「えせ同和行為」を排除しよう！ 同和問題啓発強調月間行事
同和問題啓発パネル展と
人権標語・人権ポスター優秀作品展
◆唐津会場
　市役所玄関ホール	 8月1日(火)～16日(水)
◆相知会場
　相知交流文化センター	 8月18日(金)～31日(木)
※�8/17(木)は、同和問題講演会にあわせて、唐津市
民会館で展示し、表彰式を行います。

同和問題講演会
と　き　8月17日(木)　13：30～
ところ　唐津市民会館大ホール
講　師　村

むら

崎
さき

　太
た

郎
ろう

さん（猿まわし芸人）
入場料　無料　
演　題　�「橋はかかる～被差別部落に生まれ育って～」

※猿まわしは行いません。
※�一時保育を利用する人は、8月10日(木)までにお
申し込みください。
※手話通訳と要約筆記がつきます。
問 人権・同和対策課(☎７２- ９１２５)

生涯学習文化財課(☎７２- ９１５９)
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ますます元気づくり教室
地域包括支援課　☎72-9191
　膝が痛い、つまずきやすい、体力がなくなってき
た、などに思いあたる人はいませんか。この教室で
運動習慣を身につけ、健康寿命を延ばしましょう。
内　容　ストレッチや有酸素運動など
対　象　65歳以上の人
※�唐津市地域包括支援センターで心身機能を確認
し、参加可能かどうか判断します。

参加料　無料
と　き ところ

９月26日～平成30年１月16日
の火曜日14：00～16：00 鎮西スポーツセンター

10月５日～平成30年２月８日
の木曜日10：00～12：00 唐津市文化体育館

10月19日～平成30年３月１日
の木曜日14：00～16：00 相知町保健センター

10月30日～平成30年３月５日
の月曜日10：00～12：00

高齢者ふれあい会館
りふれ

10月30日～平成30年３月５日
の月曜日14：00～16：00 浜玉町保健センター

11月１日～平成30年２月21日
の水曜日14：00～16：00 肥前町保健センター

11月10日～平成30年３月９日
の金曜日14：00～16：00 北波多総合保健センター

※会場の都合により変更になる場合があります。

からつジュニアオーケストラ第15回定期演奏会
からつジュニアオーケストラ　☎090-3418-2774
曲　目　ブラームス　ハンガリー舞曲第５番など
と　き　８月20日(日)
　　　　開場 13：30
　　　　開演 14：00
ところ　唐津市文化体育館
入場券　前売り800円
※全席自由、当日券は
　1,000円

唐津焼企画展「涼やかな器展」
西ノ門館　☎75-3667
　唐津市近郊16窯元の企画展です。暑い夏の食卓
を涼やかに演出しませんか。
と　き　８月５日(土)～20日(日)　9：00～17：00
　※期間中の休館日(月曜日)は開館します。
ところ　西ノ門館
入場料　無料

第２回クルーズセミナー in 唐津
みなと振興課　☎72-9187
　クルーズコンシェルジュ
としてラジオ番組出演中の
保
やす

木
き

久
く

美
み

子
こ

さんをお招きし、
クルーズ旅行の魅力を紹介
するセミナーを開催します。
と　き　８月19日(土)
　　　　10：00～11：30
ところ　高齢者ふれあい会館りふれホール
定　員　200人(先着)　　参加料　無料
申�込方法　代表者の氏名、電話番号、参加希望人数
を記入して、はがき、メール、ファクスで申し込
んでください。

申込期限　８月17日(木)　※当日消印有効
　セミナー会場で10月23日(月)に唐津港に寄港す
るクルーズ客船「にっぽん丸」の船内見学会参加申
込書を配布します。

近代図書館８月のイベント
近代図書館　☎72-3467

◆第31回 工芸美術 知新会展
　内　容　陶磁器や人形など工芸作品41点を展示
　と　き　８月６日(日)まで　10：00～18：00
　　　　　※最終日は17：00まで
◆第11回 Kinto 市民美術祭
　内　容　市民が制作した絵画や書、写真などを展示
・８月９日(水)〜20日(日)
オープニング特別展「KOUKAN X〜四季〜」
・８月23日(水)〜27日(日) ゴタール会絵画展
・８月30日(水)〜９月３日(日) 和美会絵画展
　どちらも近代図書館美術ホールで開催します。入
場料は無料です。詳しくはお問い合わせください。
◆くら～いお部屋でおはなし会
　内　容　絵本の読み聞かせ、紙芝居など
　対　象　小学生以上
　と　き　８月24日(木)　15：00～16：00
　ところ　近代図書館３階ビデオルーム

くらしの中の文化事業「茶道体験教室」
埋
うずめ

門
もん

ノ館　☎75-1810

講　師　宗
そう

徧
へん

流
りゅう

唐津支部
対　象　小学生以上 　　定　員　20人程度
と　き　９月９日(土)、16日(土)の２日間
　　　　10：00～12：00
ところ　埋門ノ館
参加料　500円（２日間の合計）
受付期間　８月１日(火)～27日(日)

▲保木久美子さん
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副市長決まりましたトライ・ザ・しゅわ

①�両手の親指を立て左手
を少し上にずらしてそ
える

副

②�右手の親指と人差し指
中指を立て手の甲を見
せる

市

④�右手の人差し指と中指を左手の掌に
つける

決まりました

◆糖尿病教室（９月分）
と　き　９月６日(水)、13日(水)、20日(水)、27日(水)
　　　　15：00～16：00
　※13日(食事療法)は11：00～13：00
　　希望者は実食もできます（１食300円）
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料
問 唐津赤十字病院　☎72-5111

◆ほほえみの会(がん患者・家族会)（予約不要）
内�　容　市民公開講座(11月19日(日)開催)ほほえみ
の会のアピール～ほほえみの会の広報ポスターを
一緒に作りましょう～

と　き　９月９日(土)　13：30～15：30
ところ　唐津赤十字病院
参加料　100円(お茶代)
問 唐津赤十字病院がん相談支援センター  ☎74-9135

参加しませんか

歯科 休日当番医 診療時間  午前９時～正午

８月

6日 (日) 北城内ひろこ歯科クリニック ☎58-8413 北城内
11日 (金・祝) 藤井歯科医院 ☎58-8675 西唐津２丁目
13日 (日) たけべ歯科医院 ☎58-9775 和多田先石
14日 (月) おき歯科医院 ☎77-3603 原
15日 (火) 松尾しげき歯科医院 ☎74-4745 町田5丁目
20日 (日) 市原歯科医院 ☎73-7888 二タ子2丁目
27日 (日) あい歯科医院 ☎72-4273 大名小路

９月 3日 (日) 田村歯科医院 ☎73-5212 南城内
当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問 保健医療課（☎72-9270）

休日などの救急医療体制

※小児科は４月から唐津赤十字病院内（和多田）に変わりました。
自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血車がやってきます

　今月は、唐津市内での献血バスの予定
はありません。
　佐賀県赤十字血液センター内の ｢献血
プラザさが｣ では、400ml献血や成分献
血を実施しています。ぜひお立ち寄りく
ださい。

８月

問 佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

③�右手親指を立て下から
上に動かす

長
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館4階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　8/5･19・26� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　8/5� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　8/9･23�受付  10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　8/9･23� 11：00～11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知お話会｢虹のぽけっと｣な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　8/5･19� 14：00～14：30
　相知図書館児童室

認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆プールで遊ぼう など
　�毎週月曜～金曜日(8/11除く)、
　8/12� 10：00～15：00
殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆プール・水遊び など
　毎週火･水･木曜日
� 10：00～15：00
呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926
◆水鉄砲で遊ぼう！ など
　�毎週火･水･金曜日(8/11・16を除
く)、8/10・17� 9：30～15：30

認定こども園昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380
◆�手形or足型アートにチャレンジ
など
　毎週水・木曜日(8/16・17除く)
� 10：00～15：00
町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆�♪やさいのうた(夏野菜をみよ
う) など
　�毎週月曜～土曜日(8/3･11･15・
26除く)� 9：00～14：00

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆にじみ絵を楽しもう など
　8/1･2･8・22� 10：00～11：30
なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆好きな玩具で遊ぼう など
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　�毎週火･水･金曜日(8/11除く)、
8/10� 10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156
◆手作りおもちゃを作ろう など
　（場所：山本西隣保館）
　�毎週月･水･金曜日(8/11除く)、
8/10� 10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆水あそび など
　�毎週月･水･金曜日(8/11・14除
く)、8/10� 10：30～15：00

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500
◆ピヨピヨランド（水遊び） など
　8/2･3･14･17･24･25
� 10：30～11：30

唐津市子育て支援情報センター
東城内　☎72-2288
◆�「おいしい」が言えるまで～味
覚育ての離乳食～離乳食(後期)
　8/2� 10：00～12：00
平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆�保育園児と一緒に水遊びをし
よう など

　毎週水曜日(8/16除く)
� 10：00～11：00
認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029
◆８月の誕生会 など
　8/9･16･18･23･28・30
� 9：00～14：00
北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆しゃぼん玉遊びをしよう など
　8/1･8･19・22� 10：00～11：00
認定こども園すみれ幼稚園・
虹の森保育園　鏡　☎74-0660
◆うちわを作ろう など
　8/10･17･18･22･23･26･29
� 10：00～12：00
認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆こひつじ(0歳児)水あそび など
　8/3･9・17� 9：00～14：00
認定こども園唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆親子製作デー など
　8/3･10･18･22･31
� 10：30～11：15

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
８月
１日
(火)

13：00～15：30
松島老人憩の家(鎮西)

２日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

３日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

８日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
呼子公民館

９日
(水)

12：30～14：30
高島公民館

15日
(火)

9：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

22日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館第２会議室

９月
１日
(金)

13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

創業・経営相談(要予約)
商工ブランド課　☎72-9141
と　き　毎週金曜日、８月13日(日)
　　　　14：00～18：00
　　　　8/18は21：00まで
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室

児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き
　８月３日(木)� 14：00～16：00
　８月18日(金)� 9：30～12：00
と�ころ　唐津市保健センター
（千代田町）

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
８月
４日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター１階相談室

10日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

15日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター１階相談室

17日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

18日
(金)

10：00～12：00
呼子市民センター１階会議室

24日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

９月
５日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　８月17日(木)　
　　　　13：30～16：00
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室２

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日 
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

行政相談
総務課　☎72-9113
８月
２日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

３日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

８日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
呼子公民館
13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

16日
(水)

10：00～15：00
本庁２階第１会議室

22日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第３会議室
厳木市民センター１階会議室

９月
６日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所
場所/大名小路　☎73-4185
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　8/15� 9:00～11：00、17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付（要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査（要予約）
　8/15(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談（要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●療育発達相談（要予約）
　8/2(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセン
ター　☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会
　８月６日、９月３日� 9:00～16:00
と�ころ　唐津地区更生保護サ
ポートセンター（栄町）

0120-747-570
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大学生向けインターンシッ
プ参加者募集
商工ブランド課　☎72-9141

対�　象　インターンシップ事業
に興味があり、受入企業にマッ
チした大学生など

受入時期　９月末まで
申�込方法　各大学の就職支援担
当課に相談後、直接企業に申し
込んでください。

※�受入企業の情報など詳しくは市
ホームページをご覧ください。

平成29年度下水道排水設備
工事責任技術者試験
下水道管理課　☎72-9145
佐賀県下水道協会事務局
☎0952-33-1330

と　き　10月４日(水)
と�ころ　佐賀市文化会館(佐賀市
日の出１丁目)

受験料　5,000円
試験案内配布・受付期間
　８月１日(火)～18日(金)
　受験講習会が９月27日(水)に
佐賀市文化会館で開催されます。
※�詳しくはお問い合わせくださ
い。

危険物取扱者保安講習
佐賀県危険物安全協会
☎0952-22-7337
消防本部予防課　☎72-4149

と　き　９月14日(木)
　　　　13：30～16：30
と�ころ　唐津市文化体育館文化
ホール

受付期間　８月１日(火)～18日(金)
※�詳しくはお問い合わせくださ
い。

C
コ

oC
コ

oカ ラ ＆ 出 張 ハ ロ ー
ワ ー ク！ ひ と り 親 全 力 サ
ポートキャンペーン
ハローワーク唐津　☎72-8609

　児童扶養手当現況届の手続き
をする人を対象に、現況届提出
期間中に唐津市福祉・就労支援
コーナー(愛称：CoCoカラ)で、
お仕事についての相談をお受け
します。
※�各市民センターにも職業相談
臨時窓口を開設します。詳し
くはお問い合わせください。

10月期職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516

対�　象　新たに職業に就こうと
する求職者で受講意欲があり、
ハローワークから受講指示か
受講推薦を受けた人

募集科目
● 機械加工技術科(若年者訓練
コース)� 12人

● 電気設備施工科� 18人
訓練期間　６か月
受講料　無料(教科書代などは実費)
入所日　10月４日(水)
申込期限　８月30日(水)
申込先　最寄りのハローワーク

事業主の皆さんへ
新規高卒者採用枠拡大と
求人票早期提出のお願い
ハローワーク唐津　☎72-8609
佐賀労働局職業安定課
☎0952-32-7216

　県内の高校生で就職を希望す
る人のうち、半数以上が県内を
希望する中、例年求人票提出が
県外企業に比べ遅いため、生徒
たちは応募先選定に苦慮してい
ます。
　早めに採用計画を検討いただ
き、１人でも多く県内企業に就
職できるよう、よろしくお願い
します。

「耳が聞こえなくなって困っ
ていませんか」講演会・要約
筆記体験参加者募集
高齢者ふれあい会館りふれ
☎75-2290

　唐津要約筆記の会が「話せるけ
ど、聞き取れない」と題した講演
会と要約筆記体験を開催します。
と　き　８月５日(土)　13：00～
ところ　高齢者ふれあい会館
　りふれ研修室１
参加料　無料
※�事前申し込み不要、パソコン要
約筆記がつきます。

台風など災害時の停電に備えましょう
九州電力　☎0120-986-301（代表）

　台風など災害時の停電情報は、九州電力ホームページ
でも確認できます。事前にアドレスをご登録いただくと、
災害による停電時に停電情報をメール配信します。
　詳しくは 九州電力

スマートフォンの人はこちら↑

ＩＣＴ ×「変えていくチカラ」× 地域密着
ＩＣＴ（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）

を活用し、地域活性化を目指します！

㈱ロイヤルソリューション　☎77-2111 唐津市鏡4590  2Ｆ（201号室）
事務員募集中※パソコンできる方※　090-2507-2111までご連絡ください
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手話と点字を学んで
福祉を知ろう！参加者募集
唐津市社会福祉協議会ボラン
ティアセンター　☎75-2290

　平成29年度夏休み手話・点字
講座の参加者を募集しています。
対　象　市内の小学４年生以上
定　員　20人
と　き　８月24日(木)
　　　　9：30～11：40
ところ　高齢者ふれあい会館
　りふれ２階研修室
受講料　無料

グリーンライフセミナー
～南高生と一緒に野菜作り～
参加者募集
唐津南高等学校　☎72-4123

内�　容　秋野菜の栽培に必要な
土作りや管理方法など

定　員　20組程度
と�　き　９月～12月（９月23日
(土)開講、全４回開催予定）

受�講料　1,500円(土地、苗・肥料・
資材代など)

募�集期間　８月３日(木)～18日
(金)まで

※応募多数の場合は抽せん

平成29年度戦没者遺児によ
る慰霊友好親善事業
(一財)日本遺族会事務局
☎03-3261-5521

　(一財)日本遺族会では、先の大
戦で父などを亡くした戦没者の
遺児を対象に、旧戦地を訪ねて
慰霊追悼と友好親善活動を行い
ます。
※�申込方法や日程など詳しくは
お問い合わせください。

大学通信教育
秋季合同入学説明会
(公財)私立大学通信教育協会
☎03-3818-3870

と　き　８月26日(土)
　　　　11：00～16：00
と�ころ　エルガーラホール(福岡市
中央区天神1-4-2 エルガーラ８階)

※詳しくはお問い合わせください。

市交際費を公開します（４月〜６月分）
秘書課　☎72-9114

　市交際費とは、円滑な行政運営
を図るため、市長が市を代表して
行う外部との交際に必要な経費
です。

項目 件数 金額(円) 項目 件数 金額(円)
弔慰 7 101,540 会　費 33 145,500
賛助 2 10,000 その他 3 35,640
接遇 3 24,082

合　計 316,762

お魚絵画コンクール作品募集
お魚まつり担当事務局(水産課)
☎72-9130

テ�ーマ　唐津周辺の海や川で見
ることができる魚や魚料理

応�募資格　唐津市、伊万里市、玄
海町に住んでいる人

募集期間　８月１日(火)～31日(木)
審�査方法　唐津市水産会館に９
月５日(火)～10月１日(日)の
間展示し、来館者の人気度を
もとに審査します。
※�入賞作品は10月22日(日)のお
魚まつりで表彰式を行い、１
年間水産会館に展示します。
※�応募方法など詳しくはお問い
合わせください。

唐津城絵画コンクール「お城
の絵を描こう!!」作品募集
(公財)唐津市文化事業団唐津城
☎72-5697

テ�ーマ　唐津城天守閣や天守閣
を入れた舞鶴公園一帯の風景

応�募資格　唐津市内の小・中学
校に通学する児童や生徒

募�集期間　８月１日(火)～12月
９日(土)
　応募者全員に参加賞がありま
す。作品は入賞作品を決定後、唐
津城天守閣に展示します。
　応募方法など詳しくはお問い
合わせください。

１分間の黙とうを
ささげましょう

　戦没者や原爆死没者の皆さん
のご冥福と、核兵器の廃絶、世界
恒久平和の実現を祈念してサイ
レンを１分間鳴らします。
　家庭や職場で心からの黙とう
をささげましょう。
広島原爆の日 ８月６日(日) 8：15
長崎原爆の日 ８月９日(水) 11：02
終 戦 記 念 日 ８月15日(火) 12：00
　市では、平成18年３月に ｢非
核･平和都市宣言｣の決議をして
います。
問 総務課(☎72-9113)
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● 毎週月曜日 
● ２日(水)、11日(金・祝)

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

８月  図書館の休館日

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00〜12：00
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書の
交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/パスポー
トの交付/臨時運行許可証の交付

※�転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポート申請な
どはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	 月～金(祝・休日除く)	 8：30〜17：00
受取時間	 月～金(祝・休日除く)	 17：30〜20：00
	 土･祝・休日	 9：00〜12：00
受取場所	 予約した本庁･各市民センターの当直室
受�け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世帯
の人）、印鑑登録証明書（本人）

※�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載を希望す
る人は、予約時にお申し出ください。

問 市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第３期納付期限� ８月31日(木)
　口座振替日� ８月28日(月)
　夜間納税相談� ８月10日(木)
� 24日(木)
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問 税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第３期納付期限� ８月31日(木)
　口座振替日� ８月28日(月)
問 保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第３期納付期限� ８月31日(木)
　口座振替日� ８月25日(金)
問 高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

ボートレースからつ
佐賀支部選手名鑑3ページ

スマートフォン
サイト LINE@

　皆さんは、日本モーターボート選手会佐賀支部所
属の選手にはどんな選手がいるかご存じですか？
佐賀支部選手名鑑の３ページ目を開いてみましょ
う。
　平成29年５月20日から24日まで開催された「ミ
ニット開設13周年記念」でデビューした第120期
佐賀支部新人選手の牧

まき

山
やま

敦
あつ

也
や

選手。
　唐津市出身の21歳で、中学時代には、Jリーグの
下部組織チームに所属しプレイしていたスポーツ

マンです。５月のデビュー戦では、４日目に転覆し
てしまうも、最終日の６レースでは２着という舟券
に絡む渾

こん

身
しん

の走りを見せてくれました。
　少しでも早く名前と顔を覚
えてもらえるようもっともっ
と頑張りたいと語る、フレッ
シュさいっぱいの牧山選手を
応援しに、ボートレースからつ
に遊びに来てください！

モーニングレース「朝ドキ!からつ」実施中

▲牧山敦也選手

平成29年7月5日からの大雨災害義援金
を受け付けています

　募金箱を市役所本庁1階玄関ホールと各市民センター、
唐津市社会福祉協議会本所・支所に設置しています。
　皆さんの心温まるご協力をお願いします。
　領収書が必要な場合は、市役所本庁福祉総務課、各市
民センター市民福祉課、唐津市社会福祉協議会本所・支
所の窓口に直接お越しください。
　受付期間　平成29年８月31日（木）まで
問 �日本赤十字社佐賀県支部唐津市地区(唐津市社会福

祉協議会内)(☎70-2334)

祝
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１人分約193kcal　塩分0.7g

動や新政府による政治体系の転換による政治的改革と
いえるものです。その過程において古い体制を固持し
ようとする勢力と新たな体制を構築しようとする勢力
が対立しました。唐津藩は江戸幕府に近い譜代大名で
あったことから佐幕派として活躍しました。しかしな
がら時勢は倒幕側に流れ、唐津藩は試練のときを迎え
ることとなりました。
　今回のシリーズではこの維新前後にスポットを当て
ます。
　幕末に活躍し、幕府と運命を共にした小

お

笠
がさ

原
わら

長
なが

行
みち

、唐
津藩の新しい時代の人材育成のための学校「耐

たい

恒
こうりょう

寮」の
講師高

たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

、高橋是清に師事し、佐幕派の逆境を乗り
越え目標に邁

まい

進
しん

した辰
たつ

野
の

金
きん

吾
ご

・曾
そ

禰
ね

達
たつ

蔵
ぞう

など。唐津が生
んだ賢人たちの幕末の生き方とは。
　どうぞお楽しみに。

問 生涯学習文化財課（☎72-9171）

　平成30年は明治維新から150年
目となる節目の年。「肥前さが幕末
維新博覧会」が平成30年３月17日
から平成31年１月14日まで県内全
域で開催されます。

　イベントに先んじて、市報からつでは９月号から「幕
末維新唐津群像伝」を連載していきます。
　明治維新とは、それまでの江戸幕府に対する倒幕運

 「幕末維新唐津群像伝」

唐津今昔物語63

唐ワンくんの

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―

食卓を彩るヘルシーレシピ　㊽
豚肉と夏野菜のピリ辛甘酢炒め

材料 （4人分） 作り方
豚もも肉(薄切り) 240g
酒 小さじ２
こいくちしょうゆ 小さじ１強
片栗粉 小さじ２
なす 中３本
にんじん 小1/2本
赤パプリカ 小２個
しめじ １袋
赤とうがらし １本
しょうが １かけ
砂糖 大さじ２弱
こいくちしょうゆ 小さじ１強
酢 小さじ２
酒 小さじ４
水 40ml
片栗粉 小さじ２
油 大さじ２弱
レタス ４枚

豚肉は２㎝幅に切り、Ａで下味をつける。
なすは１㎝幅の半月切り、にんじんはい
ちょう切り、赤パプリカは１㎝幅に切る。
しめじは石づきを取り、小房に分けてお
く。赤とうがらしは種を取って小口切り、
しょうがはみじん切りにする。

フライパンに油(大さじ１)を熱し、なすを
中火で炒めて取り出す。

残りの油(大さじ１弱)を入れ、赤とうがら
しとしょうがを香りがたつまで炒め、豚肉
を加えて炒める。

にんじん、しめじ、赤パプリカの順で入れ
て炒め、なすを戻し、Ｂを加えてとろみが
ついたら火を止める。

器にレタスを敷き、盛り付ける。

1

2

3

4

5

◆�　８月といえば…子どもの頃、地元
の盆踊り大会の時に打ち上げ花火を
見るのが大好きでした。夏の夜、お
盆独特の雰囲気の中、出店で買った
かき氷や焼き鳥を食べ、わくわくし
ながら打ち上げ花火を見ていました。
市報７月号の14頁に夏のイベントカ
レンダー（８月分）を載せています。
気になるイベントに出かけて、記憶
に残る夏にしましょう。� （達）
◆�　先日、縁あって県内市役所対抗卓
球大会に出場しました。本格的にラ
ケットを握ったのは13年ぶり。普段
運動しない私は、練習不足・体力不
足の中、参加しました。仲間と一緒
にひとつの目標にむかって汗を流し
ていると、まるで学生時代に戻った
よう。体を動かすことの楽しさを思
い出すことができました。今後しば
らくは暑い中、屋外での取材が多くな
るので、運動して体力をつけ、今夏の
取材を頑張りたいと思います。�（彩）

　夏野菜はたっぷりの水分を含むため、体温を下
げ、さまざまなビタミンは体の調子を整える働き
をします。夏バテ予防にも最適です。
　香辛料を使うことによっておいしく減塩でき
ます。

予告

アイリス探偵社唐津事務所

佐賀県公安委員会届出済　第91160003号 相談無料（予約制）秘密厳守

唐津市鏡4590 鏡ビル（2Ｆ202）☎77-3366
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『チャンネルからつのデータ放送』の
使い方を職員が訪問して説明します
　『データ放送』の使い方がわからない人を対象に職員が訪問して
説明にお伺いします。

【訪問できる日時】　平日　10：00～21：00
　※それ以外の時間帯を希望されるときはご相談ください。

【申込条件】
　・おおむね５人以上のグループで申し込んでください。
　・12チャンネルが映るテレビがある会場を準備してください。

【申込方法】
　�訪問希望日の２週間前までに市政広報課に電話で申し込んでく
ださい。

特
集
番
組　
　
　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

７月31日
～８月６日

唐津市教育の日講演会
「いじめや差別を乗り越えるために」
講師：松本英将さん（佐賀市立日新小学校 教諭）
再放送 	 第60回九州治水期成同盟連合会
	 定期総会講演会

８月７日
～13日

公共施設の統廃合・再編について
「なぜ、いま、公共施設の統廃合・再編が必要なの？」
「公共施設の再編は、どのような考え方で取り組むの？」
「公共施設の再編は、今後どのように進めていくの？」

再放送 	 唐津市教育の日講演会

８月14日
～20日

唐津学教室
「唐津の歴史再考②

～稲作伝播と弥生時代の成立の真実～」
講師：田島龍太さん（前 末盧館館長）
再放送 	 公共施設の統廃合・再編について

８月21日
～27日

耐恒寮の物語塾　特別講演会
「軍艦島研究を通して見えてくる近代in唐津

近代を先駆けた三菱・唐津ゆかりの技師達」
講師：中村享一さん（建築家・芸術工学博士）
再放送 	 唐津学教室「唐津の歴史再考②」

８月28日
～９月３日

唐津学教室
「唐津の文化財（建物について）①」
講師：大浦洪二さん（一級建築士）
再放送 	 耐恒寮の物語塾　特別講演会

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。
◎�土・日曜日は、１週間の唐津市ニュースを
まとめて放送します。
◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース

8:30 各課からのお知らせ

9:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース

13:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送

リモコン『ｄ』ボタン

おき歯科医院おき歯科医院 唐津市原1392-5　TEL 77－3603

院内はバリアフリーですので

車椅子の方やベビーカーを利

用されている方もそのまま来

店できます。

　  診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝

9:00～13:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

14:30～19:30 ○ ○ 休 ○ ○ 17時まで 休
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がんばっています④

　長谷川敬一郎は江戸末期に久里村の庄
しょう

屋
や

を務
め、明治になると佐賀県県議会議員や郡町村会議
長として34年間、生活困窮者支援や県民の教育改
善に尽力した人物です。当時の農家の重労働だっ
た水田灌

かん

漑
がい

の機械化に取り組み、九州で初めて成
功したとされています。その面積は、71町歩（約
70万４千m2）だそうです。
　そうした先駆的な業績が人々に高く評価され、
明治43年、多くの住民の寄付で立派な頌

しょう

徳
とく

碑
ひ

が建
立されました。
　没後100年目となる今年の５月、地域に根差し
た活動をしている「上久里を考える会」は頌徳碑
の前に由来看板を設置し、除幕式を行いました。
また、久里小学校に長谷川敬一郎についての授業

を行うよう依頼。講師を呼んで歴史勉強会も開い
ています。
　会長の熊本信吾さん（写真前列中央）は「地元の
先覚者を地元の大半の人が知らない。このままで
は長谷川敬一郎が忘れ去られてしまう」と危機感
を口にします。続けて、「長
谷川敬一郎の郷土愛の精
神を地元の子どもたちが
学ぶことで、郷土愛を育ん
で欲しい。その精神が必ず
地域の繁栄につながって
いくと思います」と久里地
区の将来に対する熱い思
いを話されました。

　

６
月
市
議
会
定
例
会
で
副
市
長

選
任
の
同
意
を
得
て
、
７
月
１
日

付
で
、
新
し
い
副
市
長
に
柴
田
哲

が
就
任
し
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
に
行
わ
れ
た
就
任
式

で
は
市
職
員
に
「
素
朴
な
疑
問
を

大
切
に
」「
仕
事
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
楽
し
く
」
の
２
点
を
求
め
ま

し
た
。

　

柴
田
副
市
長
は
、
鳥
栖
市
出
身

で
年
齢
は
58
歳
で
す
。

　

昭
和
56
年
に
佐
賀
県
庁
に
入
庁

し
、
健
康
福
祉
本
部
副
本
部
長
、

経
営
支
援
本
部
副
本
部
長
、
監
査

委
員
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
33
年
６
月
30
日
ま

で
で
す
。

問
職
員
課

　
　
　
（
☎
７
２
︱
９
１
８
５
）

副
市
長
に

　
柴し

ば

田た

哲あ
き
ら

が
就
任

上久里を考える会　（久里）

郷土の先覚者「長
は

谷
せ

川
が わ

敬
け い

一
い ち

郎
ろ う

」を後世に語り継ぐ

こんにちは  唐津っこ♪  ８月生まれです！
　市報からつ10月号に掲載する唐
津っこ（10月生まれ）の写真を募
集しています。（先着３件）締め
切りは、９月１日（金）まで。
　お子さんの写真と①お子さんの
お名前（ふりがな）②年齢③生年
月日④お子さんへのメッセージ

（30字以内）⑤保護者の氏名、住所、
電話番号を下記メールアドレスに
送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊�原則、写真はお子さんが１人で

写り、頭全体が写ったもので、
応募から２か月以内に撮影した
加工前のもの。　　

＊掲載できるのは、１人１回です。
問 市政広報課（☎72-9189）

山
や ま

口
ぐ ち

はなちゃん
（神田）

(H27.8.26生  2歳)
これからも兄妹仲良くす
くすく大きくなーれ！

三
み

木
き

百
ゆ

合
り

香
か

ちゃん
（和多田大土井）

(H28.8.15生  １歳)
１歳の誕生日おめでと
う！笑顔いっぱい、すく
すく育ってね♪

林
はやし

茉
ま

央
お

莉
り

ちゃん
（神田）

（H23.8.18生  ６歳）
来年は一年生♡元気いっ
ぱい、笑顔いっぱい楽し
んでね♡

柴田哲 副市長
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